
告

示

別
表
第
一
の
テ
ィ
ビ
ィ
シ
ィ
日
本
語
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
日
本
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー

栃
木
県

別
表
第
一
の
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
語
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ

群
馬
県

別
表
第
一
の
平
成
国
際
教
育
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

埼
玉
県

別
表
第
一
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ス
ク
ー
ル
の
項
を
削
り
、
同
表
の
東
京
ベ
イ
サ
イ
ド
日
本
語
学
校
の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
外
語
学
院

東
京
都

和
陽
日
本
語
学
院

東
京
都

別
表
第
一
の
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
日
本
語
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
日
本
外
国
語
学
院

愛
知
県

別
表
第
一
の
中
央
工
学
校
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
日
本
語
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
原
簿
記
法
律
専
門
学
校
難
波
校

大
阪
府

別
表
第
一
の
英
数
学
館
岡
山
校
日
本
語
科
・
二
年
コ
ー
ス
、
同
・
一
年
半
コ
ー
ス
（
大
学
進
学
準
備
一
年
半
コ
ー
ス

を
除
く
。）の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

岡
山
科
学
技
術
専
門
学
校
日
本
語
学
科

岡
山
県

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｊ
Ｃ
Ｓ
学
院

沖
縄
県

別
表
第
四
の
豊
島
日
本
語
学
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ス
ク
ー
ル

東
京
都
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
別
表
の
一
の
項
の
改
正
規
定
中
「
演
劇
観

覧
料
」
を
削
る
部
分
及
び
同
表
の
四
の
項
の
改
正
規
定
中

「
放
送
受
信
料
」
を
「
放
送
受
信
料

演
劇
観
覧
料
」
に

改
め
る
部
分
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

航
空
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
の
業
務

の
能
力
の
う
ち
一
又
は
二
以
上
の
業
務
の
能
力
（
次
項

に
お
い
て
「
設
計
製
造
能
力
」
と
い
う
。）に
係
る
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

航
空
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い

う
。）第
三
十
五
条
第
八
号
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な

い
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
受

け
て
い
る
認
定
の
有
効
期
間
内
に
限
り
、
新
規
則
第
三

十
五
条
第
八
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

施
行
日
に
お
い
て
、法
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
、

第
四
号
又
は
第
七
号
の
業
務
の
能
力
が
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
航
空
法
施
行
規
則
（
次
号
に
お
い
て

「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
三
十
五
条
の
技
術
上
の
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
項
の
認
定
を
受

け
て
い
る
者

二

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日
に
お
い
て
、
設
計

製
造
能
力
の
み
が
旧
規
則
第
三
十
五
条
の
技
術
上
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
第

一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
本
邦
に
お
い
て
航
空
運

送
事
業
（
そ
の
事
業
の
規
模
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
航
空
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
の
二
に
規
定
す

る
規
模
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
営
む
者
は
、
こ

の
省
令
の
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
航
空
法
施
行
規
則

第
二
百
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
安
全
管
理

規
程
の
設
定
の
届
出
及
び
同
令
第
二
百
十
二
条
の
六
に

よ
る
安
全
統
括
管
理
者
の
選
任
の
届
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
は
、
施
行

日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と

み
な
す
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
は
、
当
該
事
業
を

経
営
す
る
者
の
住
所
を
管
轄
区
域
と
す
る
地
方
航
空
局

長
が
行
う
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
当
該
事
業
を
経
営
す
る
者
の
住
所
を
管
轄
区
域
と

す
る
空
港
事
務
所
長
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
三
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第

二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
三
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

事
業
場
の
運
営
に
責
任
を
有
す
る
者
の
権
限
及
び

責
任
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
文
書
に
よ
り

適
切
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
及
び
当
該
文
書
に
記
載

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
い
認
定
業
務
が
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ

航
空
機
又
は
装
備
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
の
業
務
の
運
営
の
方
針
に
関
す
る
事
項

ロ

航
空
機
又
は
装
備
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
の
業
務
の
実
施
及
び
そ
の
管
理
の
体
制
に
関
す

る
事
項

ハ

航
空
機
又
は
装
備
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
の
業
務
の
実
施
及
び
そ
の
管
理
の
方
法
に
関
す

る
事
項

第
三
十
九
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
三
十
五
条
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除

く
。

第
三
十
九
条
の
二
第
二
号
中
「
第
三
十
五
条
各
号
」
を

「
第
三
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
百
十
二
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
百
十
二
条
の
二

削
除

附
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
五
百
六
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
法
務

省
告
示
第
百
四
十
五
号
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在

留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

法
務
大
臣

柳
田

稔

™
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